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２
０
２
５
年
は
団
塊
の
世
代
が
後

期
高
齢
者
に
な
る
年
で
、
今
後
、
医

療
費
や
介
護
費
な
ど
の
社
会
保
険
費

の
増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

特
に
、
介
護
は
重
要
な
テ
ー
マ
の

一
つ
で
す
。
「
シ
ニ
ア
の
鉄
人
」
の

皆
さ
ま
は
、
ま
だ
ま
だ
介
護
は
身
近

で
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ

の
機
会
に
介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
、

少
し
お
話
し
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

１

介
護
保
険
制
度
の
基
本

介
護
保
険
制
度
と
対
象
者

介
護
保
険
制
度
は
、
高
齢
者
や
介

護
が
必
要
な
人
が
適
切
な
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
る
た
め
の
公
的
な
保
険

制
度
で
、
日
本
で
は
２
０
０
０
年
に

始
ま
り
ま
し
た
。
核
家
族
化
の
進
行

に
よ
っ
て
、
家
族
で
高
齢
者
を
介
護

す
る
こ
と
が
少
な
く
な
り
、
福
祉
制

度
の
枠
組
み
で
は
対
応
が
で
き
な
い

こ
と
か
ら
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

対
象
者
と
し
て
65
歳
以
上
の
「
第

１
号
被
保
険
者
」
と
、
40
〜
65
歳
未

満
の
「
第
２
号
被
保
険
者
」
の
２
種

類
が
あ
り
ま
す
。
制
度
の
中
心
と
な

る
の
は
第
１
号
被
保
険
者
で
、
第
２

号
被
保
険
者
は
、
特
定
の
疾
病
に
該

当
す
る
場
合
の
み
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
で
き
ま
す
。

介
護
保
険
料

保
険
料
は
第
１
号
被
保
険
者
と
第

２
号
被
保
険
者
で
は
計
算
方
法
も
徴

収
要
領
も
異
な
り
ま
す
。
第
１
号
被

保
険
者
の
保
険
料
は
自
治
体
ご
と
に

異
な
り
、
本
人
・
世
帯
の
所
得
状
況

な
ど
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
ま
す
。
会

社
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
て
も
、

65
歳
以
上
に
な
る
と
、
介
護
保
険
料

は
健
康
保
険
料
と
は
別
に
個
人
で
支

払
う
必
要
が
あ
り
、
年
金
か
ら
の
天

引
き
や
口
座
振
替
な
ど
で
納
め
ま
す
。

一
方
、
第
２
号
被
保
険
者
の
保
険

料
は
、
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、
健
康
保
険

の
保
険
料
と
一
緒
に
源
泉
徴
収
さ
れ

る
の
が
一
般
的
で
す
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
手
順

ま
ず
、
制
度
を
利
用
す
る
に
は
市

区
町
村
に
申
請
し
、
「
要
介
護
認
定
」

を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
申
請

後
、
市
区
町
村
の
調
査
員
や
医
師
が

自
宅
や
施
設
を
訪
れ
、
調
査
が
行
わ

れ
ま
す
。
そ
の
結
果
を
も
と
に
介
護

認
定
審
査
会
で
要
介
護
度
が
決
定
さ

れ
、
そ
れ
に
基
づ
き
ケ
ア
プ
ラ
ン
が

作
成
さ
れ
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

が
始
ま
り
ま
す
。

自
身
も
義
母
の
介
護
を
し
た
経
験

か
ら
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
際

に
は
、
融
通
が
利
い
て
柔
軟
に
対
応

し
て
く
れ
る
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

（
介
護
支
援
専
門
員
）
を
見
つ
け
る

こ
と
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
だ
と
思
い

ま
す
。

自
己
負
担
額

実
際
に
支
払
う
自
己
負
担
額
は
、

サ
ー
ビ
ス
費
用
の
１
〜
３
割
と
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
負
担
割
合
は
、

合
計
所
得
金
額
と
65
歳
以
上
の
世
帯

人
数
に
よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
。
こ
の

負
担
割
合
を
減
ら
す
こ
と
は
重
要
で
、

例
え
ば
特
養
に
入
る
場
合
で
も
自
己

負
担
割
合
に
よ
り
費
用
に
か
な
り
の

差
が
出
ま
す
。

２

留
意
す
る
ポ
イ
ン
ト

こ
こ
ま
で
介
護
保
険
の
基
本
に
つ

い
て
説
明
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
こ

か
ら
は
特
に
気
を
付
け
て
お
き
た
い

ポ
イ
ン
ト
や
、
お
得
な
情
報
に
つ
い

て
お
伝
え
し
ま
す
。

定
年
後
の
65
歳
か
ら
の

保
険
料
に
注
意

65
歳
以
上
の
介
護
保
険
料
の
算
定

基
準
は
、
前
年
の
所
得
に
基
づ
い
て

決
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
65
歳

で
定
年
を
迎
え
て
収
入
が
減
っ
た
場

合
で
も
、
割
高
な
介
護
保
険
料
が
か

か
る
こ
と
が
あ
る
の
で
注
意
が
必
要

で
す
。

株
式
の
損
益
通
算
で

介
護
保
険
料
が
増
加
す
る
可
能
性

上
場
株
式
を
売
却
し
て
損
を
し
た

場
合
、
利
益
と
損
失
を
相
殺
で
き
る

「
損
益
通
算
」
の
仕
組
み
が
あ
り
、

確
定
申
告
を
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
時
申
告
し
た
譲
渡

益
は
「
合
計
所
得
金
額
」
に
計
上
さ

れ
、
保
険
料
が
思
い
の
ほ
か
高
く
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
株
式
売

買
な
ど
を
す
る
方
は
注
意
が
必
要
で

す
。
こ
れ
は
私
も
体
験
済
み
で
、
こ

の
仕
組
み
に
は
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。

保
険
料
の
減
免
措
置
な
ど

災
害
に
よ
る
被
害
や
、
大
幅
な
収

入
減
少
、
生
活
困
窮
な
ど
が
認
め
ら

れ
た
場
合
に
は
、
介
護
保
険
料
が
軽

減
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
収
入

減
少
に
よ
る
減
免
は
、
世
帯
を
支
え

る
人
が
亡
く
な
っ
た
り
、
長
期
入
院

が
必
要
に
な
っ
た
り
、
事
業
の
廃
止

や
失
業
な
ど
の
場
合
で
、
単
に
定
年

後
で
給
与
が
減
少
し
た
場
合
は
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
。

介
護
費
用
の
負
担
を

軽
減
す
る
方
法

●

世
帯
分
離

介
護
保
険
の
負
担
額
は
「
本
人
の

所
得
」
ま
た
は
「
世
帯
の
所
得
」
に

よ
っ
て
決
め
ら
れ
る
た
め
、
世
帯
分

離
を
行
い
、
世
帯
所
得
が
減
る
と
、

介
護
保
険
の
自
己
負
担
額
が
減
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
国
民
健
康
保
険
料
が
増

え
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、
事
前
に
よ

く
検
討
し
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
は
、
義

母
を
介
護
す
る
際
に
も
使
い
ま
し
た

が
、
か
な
り
有
効
な
手
段
だ
と
思
い

ま
す
。

●

食
費
と
居
住
費
（
滞
在
費
）

の
自
己
負
担
分
を
軽
減

介
護
保
険
施
設
サ
ー
ビ
ス
や
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
を
利
用
す
る
場
合
、
食
費

と
居
住
費
（
滞
在
費
）
は
原
則
と
し

て
全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
所
得
や
資
産
な
ど
が
一

定
以
下
の
方
の
食
費
・
居
住
費
に
つ

い
て
は
負
担
限
度
額
が
設
け
ら
れ
て

お
り
、
こ
れ
を
超
え
た
分
は
「
特
定

入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
」
と
し
て

介
護
保
険
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

●

高
額
な
介
護
費
用
を
軽
減

高
額
な
介
護
費
用
が
か
か
っ
た
場

合
、
「
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
」
や

「
高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
制
度
」

を
利
用
す
る
こ
と
で
、
自
己
負
担
額

の
上
限
を
超
え
た
分
が
払
い
戻
さ
れ

る
仕
組
み
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
も
義

母
の
介
護
の
際
に
は
適
用
さ
れ
た
記

憶
が
あ
り
ま
す
。

３

ま
と
め

今
回
は
介
護
制
度
に
つ
い
て
お
話

し
し
ま
し
た
。
介
護
保
険
制
度
は
複

雑
で
す
が
、
事
前
に
知
っ
て
お
く
こ

と
で
負
担
を
軽
減
で
き
ま
す
。

い
ず
れ
の
制
度
も
自
治
体
ご
と
に

内
容
や
適
用
条
件
が
異
な
る
た
め
、

お
住
ま
い
の
自
治
体
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
な
ど
で
確
認
し
て
お
く
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。

（
日
本
Ｆ
Ｐ
協
会
Ｃ
Ｆ
Ｐ
認
定
者

山
田

伊
智
郎
）

「
第
46
回

神
奈
川
自
衛
隊

音
楽
ま
つ
り
２
０
２
５
」
が
２

月
11
日
、
横
浜
武
道
館
ア
リ
ー

ナ
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

神
奈
川
県
自
衛
隊
家
族
会
は
、

主
催
者
の
一
員
と
し
て
参
加
し
、

弊
会
の
杉
田
慎
治
氏
も
実
行
委

員
会
副
会
長
と
し
て
運
営
に
尽

力
し
ま
し
た
。

音
楽
ま
つ
り
は
、
入
隊
予
定

者
激
励
会
で
幕
を
開
け
、
国
歌

第79回

神奈川県

家族を思う

の気持ちが

日本を支えます

家族会

を
魅
了
し
ま
し
た
。

フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は
、
全
出
演

者
に
よ
る
合
同
演
奏
「B

e
l
i

e
v
e

」
で
会
場
全
体
が
一
体
と

な
り
、
盛
況
の
う
ち
に
幕
を
閉

じ
ま
し
た
。

音
楽
ま
つ
り
を
通
じ
て
、
入

隊
・
入
校
予
定
者
の
成
長
を
願

い
、
ご
家
族
と
と
も
に
自
衛
隊

を
応
援
で
き
る
よ
う
、
家
族
会

の
活
動
を
活
性
化
し
て
い
く
決

意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

（
神
奈
川
県
自
衛
隊
家
族
会

会
長

中
條

祐
介
）

創
立
73
周
年
記
念
行
事
が
令

和
６
年
11
月
24
日
、
陸
上
自
衛

隊
姫
路
駐
屯
地
（
駐
屯
地
司
令
・

米
村
謙
一
１
等
陸
佐
）
に
お
い

て
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
西
神
戸

地
区
自
衛
隊
家
族
会
か
ら
は
、

佐
阪
隆
会
長
、
副
会
長
、
理
事

が
出
席
し
ま
し
た
。

姫
路
駐
屯
地
は
兵
庫
県
姫
路

市
に
所
在
し
、
陸
上
自
衛
隊
中

部
方
面
特
科
連
隊
は
、
令
和
６

年
３
月
21
日
に
姫
路
・
豊
川
・

日
本
原
・
松
山
駐
屯
地
に
分
駐

す
る
特
科
連
隊
と
し
て
新
編
さ

れ
、
今
回
が
新
編
後
初
の
記
念

行
事
と
な
り
ま
す
。

観
閲
式
で
は
、
陸
上
自
衛
隊

中
部
音
楽
隊
の
濱
野
萌
々
子
１

等
陸
士
が
国
歌
斉
唱
を
務
め
、

美
し
い
歌
声
を
初
披
露
し
ま
し

た
。
今
後
の
さ
ら
な
る
活
躍
を

期
待
し
ま
す
。

訓
練
展
示
で
は
、
例
年
通
り

特
科
部
隊
に
よ
る
迫
力
あ
る
展

示
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
姫
路
駐

屯
地
の
展
示
で
は
、
Ｆ
Ｈ
70
に

よ
る
連
続
空
砲
射
撃
が
特
徴
で

あ
り
、
そ
の
技
術
力
と
高
い
練

度
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
式
典
・
訓
練
展
示
後

に
は
、
陸
上
自
衛
隊
中
部
音
楽

隊
の
演
奏
、
姫
路
白
鷺
太
鼓
の

披
露
、
隊
員
に
よ
る
マ
ッ
チ
ョ

コ
ン
テ
ス
ト
、
レ
ン
ジ
ャ
ー
訓

練
展
示
な
ど
、
姫
路
駐
屯
地
な

ら
で
は
の
多
彩
な
催
し
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

記
念
行
事
に
続
い
て
行
わ
れ

た
祝
賀
会
に
は
、
兵
庫
県
自
衛

隊
家
族
会
の
高
木
清
志
会
長
、

東
播
南
西
地
区
会
の
奥
村
哲
郎

会
長
、
揖
龍
地
区
会
の
香
田
知

恵
子
会
長
ら
が
出
席
し
、
情
報

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
も
各
地
区
の
家
族
会
と

の
交
流
を
深
め
、
協
力
体
制
を

強
化
し
、
よ
り
充
実
し
た
家
族

会
活
動
と
な
る
よ
う
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

（
西
神
戸
地
区
自
衛
隊
家
族
会

理
事

西
村

枝
里
子
）

西神戸
（兵庫県）

初めて国歌斉唱を務めた濱野１士

斉
唱
後
、
神
奈
川
県
副
知
事
と

横
須
賀
地
方
総
監
か
ら
激
励
の

言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
入
隊
・

入
校
予
定
者
に
は
会
場
か
ら
温

か
い
拍
手
が
送
ら
れ
、
代
表
者

は
力
強
い
決
意
表
明
を
行
い
ま

し
た
。

第
２
部
で
は
、
多
彩
な
音
楽

と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。
陸
上
自
衛
隊

横
浜
駐
屯
地
太
鼓
部
に
よ
る
和

太
鼓
と
格
闘
演
武
、
東
海
大
学

付
属
相
模
高
等
学
校
中
等
部
吹

奏
楽
部
の
演
奏
、
ト
リ
ト
ン
海

野
氏
の
ラ
ッ
パ
漫
談
、
横
浜
市

消
防
音
楽
隊
と
ポ
ー
ト
エ
ン
ジ
ェ

ル
ス
１
１
９
の
ド
リ
ル
、
海
上

自
衛
隊
横
須
賀
音
楽
隊
の
演
奏

と
中
川
麻
梨
子
３
等
海
曹
の
歌

唱
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン

ル
の
音
楽
が
披
露
さ
れ
、
観
客

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
帰
路

の
車
中
で
は
小
川
祥
一
兵
庫
県

隊
友
会
会
長
と
今
後
の
連
携
強

化
に
向
け
た
詳
細
な
打
ち
合
わ

せ
も
行
い
ま
し
た
。

兵
庫
県
自
衛
隊
家
族
会
は
、

今
後
と
も
地
域
と
の
つ
な
が
り

を
深
め
な
が
ら
、
家
族
支
援
活

動
の
さ
ら
な
る
充
実
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

（
兵
庫
県
自
衛
隊
家
族
会

会
長

髙
木

清
志
）

今
、
日
本
が
大
き
な
岐
路
に

立
た
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
書
は
、
２
０
２
３
年
7
月

か
ら
24
年
12
月
ま
で
の
約
１
年

半
に
わ
た
り
、
産
経
新
聞
と
産

経
ニ
ュ
ー
ス
に
掲
載
さ
れ
た

「
『
移
民
』
と
日
本
人
」
シ
リ
ー

ズ
約
１
１
０
本
の
記
事
を
、
大

幅
に
加
筆
・
修
正
し
再
構
成
し

た
も
の
で
す
。

ほ
と
ん
ど
の
大
手
メ
デ
ィ
ア

が
報
じ
な
い
「
移
民
問
題
」
に

つ
い
て
、
丹
念
な
取
材
を
も
と

に
「
現
実
に
起
き
て
い
る
事
実
」

を
わ
れ
わ
れ
国
民
に
伝
え
て
く

だ
さ
っ
た
産
経
新
聞
取
材
班
の

勇
気
に
、
深
い
感
謝
と
敬
意
を

表
し
ま
す
。

本
文
中
に
「
国
会
議
員
の
最

も
大
事
な
仕
事
と
は
、
経
済
と

外
交
・
防
衛
、

つ
ま
り
国
民
の

生
活
と
安
全
を

守
る
た
め
の
行

動
と
、
そ
の
た

め
の
法
律
を
つ

く
る
こ
と
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
あ
り
ま

す
。多

様
性
や
共
生
を
唱
え
る
前

に
、
ま
ず
は
し
っ
か
り
と
し
た

ル
ー
ル
作
り
が
求
め
ら
れ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
推

進
も
行
き
過
ぎ
れ
ば
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
招
き
、
す
で
に

国
内
各
地
で
ト
ラ
ブ
ル
が
相
次

い
で
い
ま
す
。

政
治
・
経
済
界
の
関
係
者
に

は
、
社
会
保
障
な
ど
を
見
据
え

た
長
期
的
な
展
望
を
期
待
す
る

と
と
も
に
、
わ
れ
わ
れ
国
民
一

人
一
人
も
、
大
手
メ
デ
ィ
ア
が

報
じ
な
い
「
現
実
に
起
き
て
い

る
事
実
」
に
目
を
向
け
る
必
要

が
あ
る
と
痛
感
さ
せ
ら
れ
る
一

冊
で
す
。

（
運
営
委
員

大
石

多
恵
子
）

第
46
回

神
奈
川
自
衛
隊
音
楽
ま
つ
り
２
０
２
５

入
隊
予
定
者
激
励
と
華
や
か
な
音
楽
ス
テ
ー
ジ

兵
庫
県
自
衛
隊
家
族
会
は
１

月
21
日
、
兵
庫
県
小
野
市
の
う

る
お
い
交
流
館
エ
ク
ラ
に
て
、

陸
上
自
衛
隊
青
野
原
駐
屯
地

（
司
令
・
小
林
憲
治
１
等
陸
佐
）

が
主
催
す
る
「
令
和
７
年
新
春

互
礼
会
」
に
髙
木
清
志
会
長
を

は
じ
め
、
菅
野
修
副
会
長
、
井

口
正
士
理
事
、
森
理
事
と
そ
の

同
伴
者
、
ま
た
三
木
父
兄
会
の

米
澤
修
二
会
長
を
含
む
計
８
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
会
に
は
、
第
３
師
団
管

内
の
幹
部
自
衛
官
、
各
自
衛
隊

応
援
団
体
の
メ
ン
バ
ー
、
国
会

議
員
、
県
会
議
員
、
市
町
議
会

議
員
、
自
治
体
首
長
な
ど
、
約

１
３
０
人
が
参
加
し
、
久
々
に

顔
を
合
わ
せ
て
の
近
況
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

地
元
小
野
市
の
蓬
萊
務
市
長

と
小
林
憲
治
司
令
の
あ
い
さ
つ

に
お
い
て
「
近
年
、
新
年
互
礼

会
を
開
催
す
る
駐
屯
地
が
少
な

く
な
る
中
、
青
野
原
駐
屯
地
は

そ
の
伝
統
を
守
り
続
け
て
お
り
、

こ
の
慣
習
が
自
衛
隊
と
地
域
自

治
体
と
の
密
接
な
関
係
を
支
え

て
い
る
」
と
述
べ
ら
れ
、
新
年

互
礼
会
の
意
義
を
再
認
識
し
、

そ
の
重
要
性
を
実
感
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
昨
年
末
に
は
兵
庫

県
下
の
各
駐
屯
地
と
隊
友
会
、

家
族
会
に
よ
る
家
族
支
援
活
動

に
関
す
る
協
定
が
締
結
さ
れ
ま

し
た
。
今
年
初
め
か
ら
は
中
部

方
面
隊
に
お
い
て
災
害
対
処
実

動
演
習
「
南
海
レ
ス
キ
ュ
ー
２

０
２
４
」
が
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
演
習
の
一
環
と
し
て

実
施
さ
れ
た
15
日
に
、
青
野
原

駐
屯
地
で
の
安
否
確
認
訓
練
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
と
と
も
に
、
今

後
の
訓
練
計
画
に
つ
い
て
家
族

会
と
小
林
憲
治
司
令
、
稗
田
淳

業
務
隊
長
と
の
間
で
意
見
交
換

互礼会が隊と地域の密接な関係を支える

横須賀音楽隊による演奏

国
会
議
員
に
読
ま
せ
た
い
「
移
民
」
と
日
本
人

産
経
新
聞
取
材
班

茨
城
地
方
協
力
本
部
（
本
部

長
・
栗
秋
健
士
１
等
空
佐
）
は

令
和
６
年
11
月
９
日
、
海
上
自

衛
隊
館
山
航
空
基
地
の
支
援
を

受
け
、
茨
城
県
自
衛
隊
家
族
会

の
体
験
搭
乗
を
実
施
し
ま
し
た
。

体
験
搭
乗
に
先
立
ち
、
ブ
リ
ー

フ
ィ
ン
グ
室
で
基
地
の
概
要
や

Ｓ
Ｈ
―
60
Ｋ
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
ま
し
た
。
説
明
後
、
参
加

者
か
ら
は
「
Ｋ
は
警
戒
の
Ｋ
で

す
か
？
」
「
実
際
に
任
務
に
当

た
っ
た
際
の
大
変
さ
は
？
」
と

い
っ
た
質
問
が
あ
り
、
第
21
航

空
隊
の
操
縦
士
が
丁
寧
に
答
え

ま
し
た
。

そ
の
後
、
安
全
教
育
を
受
け

た
後
、
秋
晴
れ
の
館
山
湾
へ
と

飛
び
立
ち
ま
し
た
。
参
加
者
か

ら
は
「
安
定
し
た
飛
行
で
、
日

頃
の
訓
練
の
成
果
を
実
感
し
ま

し
た
」
と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ

ま
し
た
。

体
験
搭
乗
の
ほ
か
、
管
制
塔

や
航
空
機
・
消
防
車
の
見
学
、

資
料
館
の
見
学
を
実
施
し
ま
し

た
。
資
料
館
の
見
学
で
は
、
館

山
航
空
基
地
広
報
班
か
ら
、
海

上
自
衛
隊
の
任
務
や
災
害
派
遣

の
実
績
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

ま
し
た
。

特
に
、
千
葉
県
が
台
風
被
害

を
受
け
た
際
に
は
、
基
地
が
入

浴
施
設
や
洗
濯
機
を
開
放
し
て

被
災
者
を
受
け
入
れ
た
こ
と
に

対
し
「
お
風
呂
や
洗
濯
だ
け
で

な
く
、
ス
マ
ホ
の
充
電
な
ど
、

本
当
に
必
要
な
支
援
が
で
き
る

の
は
、
過
去
の
経
験
が
あ
る
か

ら
で
す
ね
」
と
い
っ
た
声
が
聞

か
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
管
制
塔
・
消
防
車
の

見
学
で
は
、
任
務
の
重
要
性
や

茨城県

ＳＨ- 6 0 Ｋの前で記念撮影

館
山
航
空
基
地
で
体
験
搭
乗
を
実
施

海
自
の
任
務
に
理
解
深
ま
る

あなた

漢
字
あ
そ
び

「
解
答
」

○
初
級
・
知
ら
な
い
と

ち
ょ
っ
と
恥
ず
か
し
い

・
一
日
千
秋
、
「
一
日
三
秋
」

（
イ
チ
ジ
ツ
サ
ン
シ
ュ
ウ
）
と

同
じ

・
出
る
杭
は
打
た
れ
る
、
「
釘
」

で
も
良
い
と
す
る
辞
典
も

○
中
級
・
意
外
と
や
っ
か
い

・
怒
り
心
頭
に
発
す
る
、
「
達

す
る
」
で
は
な
い
。

・
立
つ
鳥
跡
を
濁
さ
ず
、
「
飛

ぶ
鳥
」
も
許
容
さ
れ
て
き
た
？

○
上
級
・
自
慢
で
き
る
か
な
？

・
栴
檀
は
双
葉
よ
り
芳
し
、

「
セ
ン
ダ
ン
」
「
フ
タ
バ
」

「
カ
ン
バ
シ
」

い
か
が
で
し
た
か
？

ま
た
、
次
回

を
お
楽
し
み
に

（
問
題
は
、

４
面
に
）

第
24
回

介
護
保
険
制
度
の
基
本
と
留
意
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト

沖
縄
県
自
衛
隊
家
族
会
（
古

門
茂
夫
会
長
）
は
、
令
和
６
年

11
月
13
日
と
14
日
の
両
日
、
宮

古
島
で
陸
・
空
自
衛
隊
の
部
隊

研
修
と
宮
古
島
出
張
所
の
表
敬

訪
問
を
行
い
ま
し
た
。
研
修
に

は
会
員
12

人
、
地
本
２
人

（
う
ち
１
人
は
宮
古
島
出
身

者
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

空
路
で
宮
古
島
空
港
に
到

着
後
、
送
迎
バ
ス
で
陸
上
自

衛
隊
宮
古
島
分
屯
地
へ
。
正

門
を
通
過
後
、
宮
古
警
備
隊

長
で
宮
古
島
駐
屯
地
司
令
の

比
嘉
隼
人
１
等
陸
佐
か
ら
部

隊
の
任
務
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
ま
し
た
。
宮
古
島
駐
屯

地
は
南
西
諸
島
の
防
衛
任
務

を
担
っ
て
い
る
と
の
話
に
、
そ

の
重
要
性
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
昨
年
４
月
に
Ｕ
Ｈ

―
60
Ｊ
Ａ
の
不
慮
の
事
故
で
亡

く
な
ら
れ
た
前
宮
古
警
備
隊
長
・

伊
與
田
雅
一
１
等
陸
佐
ら
10
人

の
慰
霊
碑
に
て
、
合
掌
し
ま
し

た
。
慰
霊
碑
は
沖
縄
県
自
衛
隊

家
族
会
、
沖
縄
県
防
衛
協
会
、

沖
縄
県
隊
友
会
の
協
力
に
よ
り

建
立
さ
れ
、
１
周
忌
に
合
わ
せ

て
除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
事
故
現
場
近
く
に
は
献
花

台
も
設
置
さ
れ
、
海
域
に
向
か
っ

て
祈
り
を
捧
げ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
宮
古
島
駐
屯
地
内

の
官
舎
や
基
地
周
辺
を
司
令
自

ら
案
内
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

隊
員
食
堂
で
は
、
活
気
あ
る
隊

員
た
ち
の
姿
に
感
動
し
、
南
の

島
で
頑
張
っ
て
い
る
防
人
た
ち

さ
き
も
り

の
姿
に
心
を
打
た
れ
ま
し
た
。

午
後
に
は
航
空
自
衛
隊
宮
古

島
分
屯
基
地
に
移
動
し
、
第
53

警
戒
隊
長
の
大
久
保
志
郎
２
等

空
佐
か
ら
部
隊
の
活
動
状
況
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

隊
員
６
人
と
の
意
見
交
換
も
行

わ
れ
、
有
意
義
な
時
間
と
な
り

ま
し
た
。

翌
日
、
宮
古
島
出
張
所
を
訪

れ
、
田
村
茂
一
３
等
陸
佐
か
ら

地
域
の
募
集
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。
宮
古
島
の
３
つ
の
高

校
か
ら
14
人
が
自
衛
隊
に
入
隊

し
た
こ
と
も
紹
介
さ
れ
、
地
域

へ
の
貢
献
に
感
銘
を
受
け
ま
し

定価：1 7 6 0 円（税込）
発刊：産経新聞出版

神
奈
川
県
自
衛
隊
家
族
会

（
会
長
・
中
條
祐
介
）
は
令
和

６
年
12
月
６
日
、
横
須
賀
市
武

山
駐
屯
地
に
お
い
て
執
り
行
わ

れ
た
陸
上
自
衛
隊
第
１
１
７
教

育
大
隊
の
卒
業
式
に
参
列
し
ま

し
た
。
本
式
典
で
は
、
第
１
期

技
術
陸
曹
課
程
、
第
23
期
一
般

曹
候
補
生
課
程
、
第
25
期
自
衛

官
候
補
生
課
程
の
卒
業
生
が
新

た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
澄
み
渡
る
冬
晴
れ

の
も
と
、
家
族
や
部
内
外
の
来

賓
が
見
守
る
中
、
盛
大
に
式
典

が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
９
月

に
着
隊
し
た
卒
業
生
た
ち
は
、

神奈川県

陸
自
第
１
１
７
教
育
大
隊

卒
業
式

武
山
の
地
か
ら
未
来
へ
―
若
き
自
衛
官
の
門
出

11
週
間
に
わ
た
る
厳
し
い
教
育

訓
練
を
経
て
、
大
き
く
成
長
し

た
姿
を
披
露
し
ま
し
た
。
自
衛

官
と
し
て
の
心
構
え
を
学
ぶ
座

学
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
の
体
力
錬

成
、
演
習
場
で
の
実
弾
射
撃
を

含
む
野
外
訓
練
な
ど
、
密
度
の

濃
い
日
々
を
乗
り
越
え
、
立
派

に
巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。

第
１
１
７
教
育
大
隊
長
の
簀

戸
２
等
陸
佐
は
、
約
３
カ
月
間

の
厳
し
い
訓
練
を
振
り
返
り
、

初
め
て
の
経
験
に
戸
惑
い
な
が

ら
も
、
同
期
と
励
ま
し
合
っ
て

乗
り
越
え
た
卒
業
生
た
ち
を
称

賛
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
後
期

教
育
を
通
じ
て
職
種
ご
と
の
専

門
知
識
を
身
に
付
け
、
優
れ
た

自
衛
官
と
な
る
よ
う
期
待
を
寄

せ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
武
山
で

培
っ
た
同
期
の
絆
を
大
切
に
す

る
よ
う
激
励
の
言
葉
を
贈
り
ま

し
た
。

立
会
官
で
あ
る
東
部
方
面
混

成
団
長
の
大
場
１
等
陸
佐
は
、

「
こ
こ
で
学
ん
だ
こ
と
を
糧
に
、

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て

の
道
を
焦
ら
ず
、
弛
ま
ず
、
堂
々

と
歩
ん
で
ほ
し
い
」
と
述
べ
、

武
山
で
の
初
心
を
忘
れ
ず
、
立

派
な
陸
上
自
衛
官
へ
と
成
長
す

る
こ
と
を
願
い
ま
し
た
。

来
賓
祝
辞
、
祝
電
紹
介
に
続

い
て
、
卒
業
生
代
表
が
答
辞
を

述
べ
、
そ
の
言
葉
か
ら
は
、
濃

密
な
教
育
訓
練
に
果
敢
に
挑
み
、

今
日
の
卒
業
を
迎
え
た
喜
び
と
、

成
長
し
た
自
信
が
力
強
く
伝
わ
っ

て
き
ま
し
た
。

卒
業
生
た
ち
は
、
さ
ら
な
る

精
進
を
誓
い
、
こ
の
武
山
の
地

を
巣
立
ち
ま
し
た
。
彼
ら
が
、

わ
が
国
の
防
衛
と
世
界
平
和
に

貢
献
す
る
こ
と
を
、
家
族
と
共

に
温
か
く
見
守
り
続
け
た
い
と

思
い
ま
す
。

（
神
奈
川
県
自
衛
隊
家
族
会

副
会
長

杉
田

慎
治
）

敬礼を受ける立会官 大場１佐

姫
路
駐
屯
地

創
立
73
周
年
記
念
行
事

記
念
行
事
な
ど
を
通
じ
た
結
束
と
親
睦

兵庫県

青
野
原
駐
屯
地
「
新
春
互
礼
会
」
に
参
加

自
衛
隊
と
地
域
自
治
体
の
連
携
強
化
を
目
指
し
て

慰霊碑にて記念撮影

沖縄県

宮
古
島
自
衛
隊
研
修
報
告

研
修
活
動

防
衛
の
現
場
を
訪
ね
て

た
。
今
回
の
研
修
は
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
で
数
年
ぶ
り
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
が
、
非
常
に
有
意

義
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

（
沖
縄
県
自
衛
隊
家
族
会

会
長

古
門

茂
夫
）

埼
玉
県
自
衛
隊
家
族
会
（
斎

須
勝
位
会
長
）
は
１
月
25
日
、

川
越
の
老
舗
う
な
ぎ
店
を
会
場

に
、
賀
詞
交
歓
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
会
に
は
来
賓
を
含
め
た

総
勢
60
人
が
集
ま
り
、
和
や
か

な
雰
囲
気
の
中
で
親
交
を
深
め

ま
し
た
。

当
日
は
、
鳥
海
誠
司
第
１
師

団
長
や
村
上
章
大
宮
駐
屯
地
司

令
、
竹
内
浩
之
埼
玉
地
方
協
力

本
部
長
な
ど
、
県
内
自
衛
隊
の

幹
部
が
出
席
。
国
際
情
勢
や
自

衛
隊
の
具
体
的
な
活
動
に
つ
い

て
の
貴
重
な
話
を
う
か
が
い
、

会
員
一
同
が
意
義
深
い
時
間
を

過
ご
し
ま
し
た
。
家
族
会
の
会

員
た
ち
は
、
幹
部
と
の
歓
談
を

楽
し
み
な
が
ら
、
国
内
外
の
自

衛
隊
活
動
や
課
題
に
つ
い
て
の

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

「
自
衛
隊
幹
部
の
方
々
と
膝

を
交
え
て
話
し
、
お
い
し
い
料

理
を
共
に
し
な
が
ら
、
実
際
の

活
動
に
関
す
る
お
話
を
聞
け
た

こ
と
は
非
常
に
有
意
義
で
し
た
」

と
い
っ
た
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

こ
の
賀
詞
交
歓
会
は
、
参
加

者
全
員
に
と
っ
て
、
同
じ
目
的

を
持
つ
「
同
志
」
と
し
て
の
絆

を
強
く
感
じ
る
貴
重
な
一
日
と

な
り
ま
し
た
。
自
衛
隊
と
埼
玉

県
自
衛
隊
家
族
会
が
、
こ
れ
か

ら
も
深
い
絆
で
結
ば
れ
て
い
く

こ
と
を
実
感
で
き
る
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

（
埼
玉
県
自
衛
隊
家
族
会
副
会

長
兼
川
越
市
自
衛
隊
家
族
会

会
長

長
坂

均
）

川越市
（埼玉県）

自
衛
隊
と
家
族
会
の
絆
を
深
め
た
一
日

賀
詞
交
歓
会
で
の
貴
重
な
交
流
と
意
義
あ
る
時
間

家族会の幟を掲げ激励、見送り

仕
事
の
や
り
が
い
に
つ
い
て
の

説
明
を
受
け
ま
し
た
。
茨
城
県

自
衛
隊
家
族
会
の
会
長
は
、

「
休
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
貴

重
な
機
会
を
い
た
だ
き
感
謝
し

ま
す
。
今
回
、
募
集
適
齢
者
３

人
を
連
れ
て
き
ま
し
た
が
、
引

き
続
き
募
集
に
協
力
し
て
い
き

た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

茨
城
地
本
で
は
、
今
後
も
自

衛
隊
家
族
会
や
部
隊
と
連
携
し
、

募
集
・
広
報
活
動
を
続
け
な
が

ら
、
自
衛
隊
へ
の
理
解
と
信
頼

を
深
め
、
将
来
の
募
集
に
つ
な

げ
て
い
き
ま
す
。


